
　　 　事 業 主   殿

　労働安全衛生法第６０条に規定する職長・安全衛生教育を、下記のとおり開催いたします。

　現場監督者は、職場の中核としての職務の遂行にあたり、安全衛生を確保するための極めてパイプ役として

の役割を重要な位置にあり、更に企業組織の中で管理者層と作業者の果たす立場にあります。

　また、建設業における労働災害防止のため、関係請負人により選任される安全衛生責任者の役割が重要とな

っております。

　これら現場の管理監督者としての職長教育及び元方事業者と関係請負人との連絡調整役しての安全衛生責任

者教育を一体的に行ないますので該当される方は、受講いただきますようご案内いたします。

　なお、必要に応じて「職長教育のみ」又は既に当協会での職長教育受講者は、受講時期（平成１８年３月３１日

以前又は平成１８年４月１日以降）によって「危険性又は有害性等の調査及びその結果に基づき講ずる措置に関す

る教育（以下「リスクアセスメント教育」という。）」・「安全衛生責任者教育」を選択受講することができ

ますので、カリキュラム一覧表でご確認いただき受講申込書にご記入下さい。

１．開催日時 令和　８年９月２４日（木）及び２５日（金）　８時３０分から

２．開催場所 〒743-0022　光市虹ヶ浜3丁目9-16　ホテル松原屋

３．受 講 料  【使用ﾃｷｽﾄ】　職長安全衛生テキスト_第6版　・　安全衛生責任者実務必携_第5版

区分 受講料（10％税込）

会  員（16,500円）

非会員（18,700円）

会  員（13,200円）

非会員（15,400円）

会  員（35,500円）

非会員（ 7,700円）

※受講区分Ｃ・Ｄの方は、当協会発行の職長教育修了証（免除証明）に限ります。ご了承の程、宜しくお願い致します。

４．受講定員 ４０名

５．申込期限 定員になり次第締め切らせていただきますのでご了承ください。

一般社団法人山口県労働基準協会

職長・安全衛生責任者教育の実施について

記

受    講    時    間 テキスト（10％税込）

A  全科目受講（１４時間）
 職長安全衛生テキスト(1,100円)

 安全衛生責任者実務必携(770円)

B  職長教育のみ受講（１２時間）  職長安全衛生テキスト(1,100円)

D
 安全衛生責任者教育のみ受講（２時間）

 安全衛生責任者実務必携(770円)
「平成１８年４月１日以降の職長教育受講者」

C

 リスクアセスメン教育及び安全衛生責任者教育
 職長安全衛生テキスト(1,100円)

 安全衛生責任者実務必携(770円)
 のみ受講（６時間）

「平成１８年３月３１日以前の職長教育受講者」

会 員（68,800円）

非会員（11,000円）



６．申込方法　電話でまず、ご予約をお願い致します。（受付時間8：30-12：00 13：00-17：00）

【窓口での申込】別紙申込書(受講票)に所要事項を明確に記入し、受講料及び

テキスト代を添えて下松支部までお申し込みください。

【郵送での申込】別紙申込書(受講票)に所要事項を明確に記入し、返信用封筒を同封の上

下松支部へ郵送して下さい。（宛名記入・切手貼付の封筒）

「受講票・日程表・請求書」を返送します。お支払いは、請求書に振込先を明記してます。

＊ 受講を中止・欠席された場合は、既納の受講料は返金できません。

７．申 込 先

　　　　　一般社団法人山口県労働基準協会下松支部（℡：0833-44-9810）

８．そ の 他

　　１）受講者には、修了証を交付いたします。

　　２）既に当基準協会で「職長教育修了証」を取得されている方で、今回「安全衛生責任者教育」を受講された

　　　　方は、新たに「職長・安全衛生責任者教育修了証」を交付いたします。

　　３）昼食は、各自でご準備ください。

９．教育日程・時間割表

第１日目

区分 教     科     目 法定時間

〒743-0023　光市光ヶ丘4番6号

時   間 研    修   内    容

A  労働者に対する指導又は監督の

B  方法に関すること

昼食時間(40分) 11:10～11：50 

8:30～11:10
・指導及び教育の方法

2.5時間
・作業中における監督及び指示の方法

A  作業方法の決定と労働者の配置

B  に関すること
11:50～13:50

・作業手順の定め方
2.0時間

・労働者の適正な配置の方法

A

B

 現場監督者として行なうべき労

A  働災害防止活動

B

  働者の創意工夫を引き出す方法

14:00～15:30  異常時における措置に関すること
・異常時における措置に関すること

1.5時間
・災害発生時における措置

15:40～17:40

・作業に係る設備及び作業場所の保守管

2.0時間
  理の方法

・労働災害についての関心の保持及び労
2.0時間

第２日目

区分 教     科     目 法定時間

 危険性又は有害性等の調査及び

 結果に基づき講ずる措置に関す

 ること

昼食時間(40分)

A

C

D

A

C

D

8:30～12:40

 12:40～13：20 

時   間 研    修   内    容

・危険性又は有害性等の調査の方法

4.0時間
・危険性又は有害性等の結果に基づき講

  ずる措置

・設備・作業等の具体的な改善

13:20～14:20  安全衛生責任者の職務等

・安全衛生責任者の役割

1.0時間・安全衛生責任者の心構え

・労働安全衛生関係法令等の関係条項

14:20～15:20  統括安全衛生管理の進め方

・安全施工サイクル

1.0時間・安全行程打合わせの進め方

Ａ

Ｂ

Ｃ


